
６
月
10
日
、
公
契
約
条
例
を
考
え
る

江
東
連
絡
会
主
催
で
「
公
契
約
条
例
を

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
」
が
テ
ィ
ア

ラ
江
東
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
公

契
約(

自
治
体
が
発
注
す
る
工
事
・
受
託
・

物
品
契
約)

の
も
と
で
働
く
労
働
者
の
労

働
条
件
の
確
保
・
地
元
企
業
を
元
気
に

さ
せ
、
区
民
の
安
全
・
安
心
な
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
実
現

す
る
目
的
で

開
か
れ
た
も

の
で
す
。

松
丸
和
夫

氏(

中
央
大

学
教
授)

を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
、
パ

ネ
ラ
ー
と
し

て

田

口

氏

(

全
建
総
連
東
京
都
連
書
記
長)

、
中
村

氏(

前
世
田
谷
区
職
労
委
員
長)

、
夏
目

氏(

株
式
会
社
き
か
ん
し
取
締
役
営
業
本

部
長)

、
山
本
氏(

江
東
区
学
童
ク
ラ
ブ

非
常
勤
職
員)

が
、
公
契
約
条
例
を
求
め

る
運
動
の
到
達
や
、
現
公
契
約
に
も
と

づ
く
入
札
の
ひ
ど
さ
や
賃
金
の
低
劣
さ

に
つ
い
て
発
言
し
ま
し
た
。

ま
た
来
賓
と
し
て
都
議
会
か
ら
日
本

共
産
党
・
あ
ぜ
上
都
議
を
は
じ
め
、
民

主
、
自
民
都
議
が
あ
い
さ
つ
、
区
議
会

か
ら
参
加
し
た
日
本
共
産
党
・
菅
谷
、

正
保
、
赤
羽
目
区
議
を
代
表
し
て
正
保

区
議
、
公
明
区
議
が
あ
い
さ
つ
、
ま
た

民
主
、
み
ん
な
の
党
の
代
議
士
秘
書
が

紹
介
さ
れ
、
公
契
約
条
例
制
定
の
機
運

が
超
党
派
で
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示

し
た
シ
ン
ポ
ジ
ュ

ウ
ム
で
し
た
。

江東区の職場・地域、議会など
くらし・平和を守る運動をご紹
介します。
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都
教
組
江
東
支
部
教
研

集
会
で
68
カ
国
で
の
見

聞
と
取
材
に
も
と
づ
く

伊
藤
千
尋
さ
ん
の
講
演
・

「
次
の
世
代
の
た
め
─
憲
法
を
活

か
す
時
代
」
を
聴
き
ま
し
た
。
そ

の
な
か
で
ベ
ネ
ゼ
エ
ラ
や
コ
ス
タ

リ
カ
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
憲
法

が
政
治
や
外
交
・
く
ら
し
に
活
き

て
い
る
こ
と
を
実
証
し
て
い
ま
す
。

▼
露
天
の
本
屋
に
憲
法
の
本
が
並

べ
て
あ
り
ま
し
た
。
幼
児
を
抱
い

た
女
性
が
買
っ
た
の
を
見
て
理
由

を
尋
ね
た
ら
、
そ
の
答
え
は
「
こ

の
子
を
育
て
て
い
く
た
め
に
こ
れ

が
必
要
な
の
」
▼
「
軍
隊
を
捨
て

た
国
」
コ
ス
タ
リ
カ
で
八
百
屋
の

店
主
や
女
子
高
生
に
質
問
し
ま
し

た
。
「
軍
隊
を
な
く
し
て
他
国
の

侵
略
が
心
配
で
は
」
、
い
ず
れ
も

「
武
器
が
あ
る
か
ら
戦
争
が
起
る
」

「
私
た
ち
の
大
統
領
は
隣
り
の
国
々

の
内
戦
を
調
停
し
、
尊
敬
と
信
頼

を
受
け
て
い
る
。
攻
め
ら
れ
る
わ

け
が
な
い
」
と
誇
ら
し
げ
で
し
た

▼
こ
の
国
で
は
、
小
学
校
に
入
る

と
先
生
は
み
ん
な
に
「
人
は
誰
で

も
愛
さ
れ
る
権
利
が
あ
る
」
と
教

え
ま
す
。
小
２
の
子
ど
も
は
ボ
ー

ル
遊
び
で
川
に
落
ち
た
事
故
で
、

違
憲
訴
訟
を
起
し
注
目
さ
れ
ま
し

た
。
裁
判
は
き
ち
ん
と
お
こ
な
わ

れ
て
、
柵
を
つ
く
ら
せ
ま
し
た
▼

「
憲
法
を
知
ら
な
い
で
ど
う
や
っ

て
生
き
て
い
け
る
の
か
」
こ
の
国

の
人
々
の
常
識
に
な
っ
て
い
ま
す
。

伊
藤
氏
は
訴
え
ま
す
。
「
日
本
で

は
“
偉
い
人
に
頼
ん
で
解
決
し
よ

う
と
す
る
”
。
今
こ
そ
私
た
ち
も

憲
法
を
自
分
の
も
の
に
し
て
活
か

す
、
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
」
と
。
そ
の
一
つ

の
チ
ャ
ン
ス
が
目
前
に
迫
っ
て
き

て
い
ま
す
。

潮騒

区
議
会
第
２
回
定
例
会
は

６
月
９
日
か
ら
開
催
さ
れ
、

日
本
共
産
党
区
議
団
か
ら
３

人
が
本
会
議
質
問
に
立
ち
ま

し
た
。

斉
藤
信
行
議
員
は
①
経
済

危
機
か
ら
国
民
生
活
を
守
る

た
め
に
日
本
経
済
の
異
常
な

ゆ
が
み
を
正
し
、
ル
ー
ル
あ

る
経
済
社
会
を
築
く
こ
と
が

必
要
と
強
調
、
区
内
中
小
企

業
の
経
営
支
援
と
し
て
区
発

注
事
業
の
前
倒
し
や
商
店
街

支
援
策
の
拡
充
な
ど
を
求
め

②
「
地
域
主
権
改
革
」
の
名

に
よ
る
保
育
基
準
引
き
下
げ

を
行
わ
な
い
よ
う
求
め
③
旧

公
団
住
宅
民
営
化
と
公
社
家

賃
問
題
④
公
営
火
葬
場
と
公

営
墓
地
問
題
に
つ
い
て
区
の

考
え
を
質
し
ま
し
た
。

大
つ
き
か
お
り
議
員
は
①

保
育
園
の
待
機
児
解
消
の
た

め
に
認
可
保
育
園
の
抜
本
的

増
設
や
保
育
料
の
負
担
軽
減

の
子
育
て
支
援
策
②
豊
洲
シ

ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
（
豊
洲
文

化
セ
ン
タ
ー
）
建
設
計
画
が

議
会
に
さ
え
ま
と
も
な
説
明

が
な
い
ま
ま
、
豊
洲
２
・
３

丁
目
地
区
の
再
開
発
の
一
部

と
し
て
三
井
不
動
産
に
丸
投

げ
さ
れ
て
い
る
問
題
③
辰
巳

団
地
の
建
替
え
の
３
点
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

そ
え
や
良
夫
議
員
は
①
特

養
ホ
ー
ム
の
増
設
や
利
用
料

負
担
の
軽
減
な
ど
介
護
保
険

制
度
の
改
善
②
豊
洲
の
土
壌

汚
染
対
策
に
つ
い
て
は
、
都

の
中
間
報
告
に
お
け
る
デ
ー

タ
隠
し
を
批
判
、
区
自
ら
速

や
か
な
公
表
を
求
め
る
こ
と

③
教
育
問
題
の
３
点
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

【
訂
正
】
５
月
号
の
記
事
で
、

「
豊
洲
地
区
の
辰
巳
第
３
保

育
園
を
０
２
年
に
廃
園
」
を

「
辰
巳
第
１
保
育
園
」
に
訂

正
し
ま
す

経
済
危
機
打
開
へ

区
内
中
小
企
業
の
経
営
支
援
を

区労連第２０回定期大会

６
月
２
日
、
江
東
社

会
保
障
学
校
が
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

前
沢
淑
子
東
京
社
保
協

事
務
局
長
が
「
い
つ
で

も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ

で
も
が
お
金
の
心
配
な

く
安
全
・
安
心
の
医
療

が
受
け
ら
れ
る
社
会
保

障
の
実
現
を
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
ま
し
た
。

質
疑
で
は
「
高
度
先

進
医
療
も
自
費
負
担
で

は
な
く
保
険
の
対
象
に
」

「
地
域
主
権
の
改
革
論

は
す
べ
て
自
治
体
の
責

任
に
さ
せ
る
の
が
狙
い
、

生
存
権
・
社
会
保
障
は

国
の
責
任
で
あ
る
こ
と

を
は
っ
き
り
さ
せ
る
」

「
『
国
保
・
介
護
保
険

料
は
高
す
ぎ
る
』
が
区

民
の
多
く
の
声
、
運
動

が
改
善
の
力
」
な
ど
、

真
剣
な
や
り
と
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

区
労
連
は
５
月
30
日
カ

メ
リ
ア
プ
ラ
ザ
で
第
20
回

定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
大
会
で
は
、
労
働
相

談
活
動
の
充
実
、
未
組
織

労
働
者
の
組
織
化
の
た
め

の
「
全
労
連
地
域
労
組
こ

う
と
う
」
の
結
成
な
ど
一

年
間
の
経
過
と
総
括
を
行

い
、
「
普
天
間
基
地
の
無

条
件
撤
去
」
「
雇
用
を
守

り
、
大
幅
賃
上
げ
、
人
間

ら
し
く
生
活
で
き
る
賃
金

の
獲
得
」
「
す
べ
て
の
争

議
の
解
決
」
「
自
治
体
リ

ス
ト
ラ
反
対
、
区
民
本
位

の
区
政
の
確
立
」
「
教
育

条
件
の
改
善
」
な
ど
の
要

求
と
課
題
を
決
定
。
議
長

に
新
野
好
雄
氏
（
東
京
土

建
江
東
支
部
）
、
事
務
局

長
に
遠
藤
道
治
氏
（
江
東

区
職
労
）
な
ど
の
役
員
体

制
を
確
立
し
ま
し
た
。

「
公
契
約
条
例
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
」

六
月
五
日
、
恒
例
の
社
保
協
主

催
「
花
咲
き
デ
モ
」
は
雨
の
た
め

デ
モ
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

区
役
所
前
広
場
に
集
ま
り
、
区
長

あ
て
に
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
廃
止
・

低
保
障
年
金
を
国
に

求
め
て
く
だ
さ
い
」
「
国
保
料
引

き
下
げ
を
」
「
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
の

創
設
」
な
ど
の
請
願
書
を
広
報
広

聴
課
長
な
ど
に
手
渡
し
ま
し
た
。

「
花
咲
き
デ
モ
」
請
願

区役所前につどう参加者

江
東
社
会
保
障
学
校
開
催

主
催
：
江
東
区
社
会
保
障
推
進
協
議
会

国民健康保険改善運動を急いで広げよう

各分野で平和・くらし守るとりくみ



「

低
で
も
県
外
」
と
公
約
し

た
鳩
山
首
相
が
、
辺
野
古
を
明
記

し
た
日
米
合
意
に
沿
い
、
さ
ら
に

沖
縄
の
負
担
軽
減
を
理
由
に
国
内

各
地
へ
米
軍
の
訓
練
基
地
を
広
げ

て
い
く
逆
行
の
口
実
は
、
「
抑
止

力
」
で
し
た
。

歴
史
的
に
み
る
と
「
核
抑
止
力

論
」
＝
核
兵
器
の
開
発
・
増
強
に

よ
っ
て
他
国
の
攻
撃
を
封
じ
る
と

い
う
論
理
は
、
不
毛
な
核
軍
拡
競

争
を
招
い
て
破
綻
し
ま
し
た
。
ま

た
、
集
団
的
自
衛
権
に
も
と
づ
く

軍
事
同
盟
は
、
二
度
に
わ
た
る
世

界
大
戦
を
惹
起
し
た
と
い
う
痛
切

な
教
訓
と
な
り
、
戦
争
を
違
法
と

す
る
国
連
憲
章
を
生
み
だ
し
ま
し

た
。海

兵
隊
の
主
な
任
務
は
海
外
に

あ
る
敵
基
地
攻
撃
で
あ
り
、
主
な

装
備
は
遠
く
佐
世
保
に
配
備
さ
れ

て
い
る
強
襲
揚
陸
艦
で
す
。
軍
事

的
に
み
て
も
沖
縄
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
理
由
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
沖
縄
の
海
兵
隊
は
日
本
の
防

衛
に
は
あ
て
ら
れ
て
い
な
い
」

（
82
年
ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
国
防
長

官
）「

在
日
米
軍
基
地
は
日
本
防
衛

の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
く
─
中

略
─
日
本
の
主
権
は
あ
く
ま
で
日

本
自
身
、
即
ち
自
衛
隊
が
護
る
」

（
09
年
富
澤
元
陸
上
自
衛
隊
幕
僚

長
）こ

れ
ら
の
証
言
が
示
す
よ
う
に
、

日
米
安
保
体
制
の
下
で
、
世
界
の

中
で
日
本
だ
け
が
自
国
の
防
衛
の

た
め
で
な
い
、
常
時
先
制
攻
撃
に

即
応
す
る
米
海
兵
隊
３
個
師
団
の

う
ち
（
２
個
師
団
は
ア
メ
リ
カ
本

土
、
東
・
西
海
岸
に
配
置
）
１
個

師
団
の
海
兵
隊
に
基
地
を
提
供
し

て
い
る
の
で
す
。

日
本
は
長
い
間
、
北
朝
鮮
や
中

国
の
脅
威
を
あ
お
り
、
甚
大
な
基

地
被
害
や
経
済
的
負
担
な
ど
の
犠

牲
を
顧
み
る
こ
と
な
く
安
保
体
制

を
維
持
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

よ
う
な
軍
事
基
地
を
い
つ
ま
で
も

お
い
て
お
く
の
か
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。

い
ま
、
世
界
の
主
流
は
平
和
的

な
地
域
共
同
体
で
す
。
憲
法
九
条

を
も
っ
て
い
る
日
本
こ
そ
ま
ず
軍

事
基
地
を
な
く
し
て
、
国
連
憲
章

に
も
と
づ
く
北
東
ア
ジ
ア
の
集
団

安
全
保
障
を
追
求
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ う と う 民 報 ２０１０年 ６月号 №６９ －２－

江戸が東京と改まっても遊廓は存在し、「外国に見られればみっと

もない」との国益の立場から、1872年(明治５年)に「人身売買禁止令」

が出されました。しかし娼妓は解放されても更生の道もなく、翌年に

は、自由意思で営業を希望する娼妓に場所を貸す、という形で遊廓は

復活しました。女性の人権問題としての廃娼運動は1888年(明治21年)

頃から高まりました。

1886年に婦人嬌風会、1895年には日本救世軍が発足し、廃娼のため、

「一夫一婦の建白書」提出、全国廃娼同盟会結成、裁判闘争、演説会

開催など旺盛な運動を展開し、演説会では森鴎外なども弁士を務めて

います。洲崎遊廓はこうしたなか、1888年(明治21年)、根津遊郭が東

京帝国大学の風紀上好ましくないという理由で閉鎖され、洲崎に移転

してきました。

こうした運動を背景に1900年

(明治33年)、内務省令で「娼妓

の廃業は、本人直接警察署出頭

により発効」となり、娼妓は自

由廃業できるようになりました。

その結果、自由廃業支援の人た

ちと、自由廃業阻止の業者との

対立は激化し、流血事件が洲崎遊廓内でもたびたびおきています。

救世軍の山室軍平らも業者から暴力を受け警官の保護で助けられて

います。救世軍は婦人救済所婦人ホームなどつくり、自由廃業だけで

なくその更生も援助していたので目の敵にされたのでしよう。

当時、洲崎で自由廃業に踏み出した娼妓は123名で娼妓数約1300名

の１割にも及び、洲崎遊廓は不景気となり電灯代すら払えず、深川電

灯会社からしばしば督促を受け、送電を中止され暗闇となることもあ

りました。

1914年(大正３年)には、救世軍が洲崎遊廓近辺に出張所開設準備と

の情報に、洲崎遊廓三業組合は臨時総会を開いて救世軍に反抗の決議

を採択。その年、洲崎病院入院中の娼妓２名の自由廃業に同行しよう

とした伊藤救世軍大尉を、２百余名の業者・暴力団が取り囲み、全治

３週間の重傷を、娼妓には２週間の傷を負わせ、当時の新聞に大きく

取り上げられました。

洲崎遊廓は1943年(昭和18年)、軍需工場工員宿舎充当のため強制廃

業させられ、1945年の東京大空襲で全滅します。戦後1948年、洲崎遊

廓は洲崎パラダイスとして復活しますが、1958年(昭和33年)の売春防

止法制定のもと、パラダイス法人業者が廃業届を提出してその歴史を

とじました。

明治から続く女性の人権を守る廃娼運動の永い闘いが実をむすんだ

のです。

洲 崎 遊 廓 と 廃 娼

６
月
11
日
（
金
）
、
テ
ィ

ア
ラ
江
東
大
ホ
ー
ル
で
午
前
、

午
後
、
夜
の
部
と
３
回
上
映

さ
れ
ま
し
た
。
「
い
の
ち
の

山
河
」
で
は
、
事
前
の
試
写

会
と
当
日
で
約
１
２
０
０
人

の
観
客
数
が
記
録
さ
れ
ま
し

た
。
実
行
委
員
会
に
は
２
２

３
人
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
憲
法
談
義
の
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
と
思
っ
て
い
た
が
、
ス

リ
ラ
ー
や
ミ
ス
テ
リ
ー
と
違
っ

て
、
真
実
の
人
間
の
物
語
に

惹
き
こ
ま
れ
涙
が
止
ま
ら
な

か
っ
た
」
「
『
日
本
の
青
空

Ⅰ
』
は
９
条
、
Ⅱ
は
25
条
。

３
本
目
も
是
非
制
作
し
て
ほ

し
い
」
「
鳩
山
さ
ん
や
国
会

議
員
に
こ
そ
観
せ
た
い
」
な

ど
多
く
の
感
想
が
綴
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
映
画
の
主
題

歌
を
熱
唱
す
る
佐
藤
真
子
さ

ん
の
飛
入
り
出
演
や
村
長
の

養
女
役
を
演
じ
た
若
井
な
お

み
さ
ん
の
舞
台
挨
拶
な
ど
、

観
客
に
は
嬉
し
い
サ
プ
ラ
イ

ズ
も
あ
り
ま
し
た
。

上
映
実
行
委
員
を
は
じ
め
、

前
売
券
の
普
及
や
当
日
の
ス

タ
ッ
フ
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
み
な
さ
ん
、
本
当
に
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。

「
い
の
ち
の
山
河
」
大
好
評

沖
縄
の
海
兵
隊
は

先
制
攻
撃
部
隊

北
東
ア
ジ
ア
の

集
団
安
全
保
障
を

鳩
山
首
相
が
突
如
、
辞
意
を
表
明
し
た
翌

日
の
６
月
３
日
、
20
人
が
参
加
し
た
江
東
革

新
懇
主
催
「
憲
法
と
平
和
の
学
習
会
」
が
江

東
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
辞

任
の
一
因
と
な
っ
た
普
天
間
問
題
は
、
50
年

ぶ
り
に
日
米
安
保
を
国
政
の
焦
点
に
押
し
上

げ
て
き
ま
し
た
。
安
保
・
外
交
専
門
家
・
松

竹
伸
幸
氏
の
講
話
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

「幻想の抑止力」
─憲法と平和の学習会 江東革新懇─

抑
止
力
論
は
す
で
に
破
綻

沖
縄
に
海
兵
隊
は
い
ら
な
い

■
７
月
24
日
（
土
）

「
反
核
・
平
和
マ
ラ
ソ
ン
」

12
時
出
発

江
東
区
夢
の
島
公
園

主
催
・
被
爆
65
年
反
核
・
平
和

マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会

熱唱する佐藤真子さん

お
知
ら
せ

洲崎川緑道公園内にある橋の石碑


